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マスター タイトルの書式設定

最⼤震度6強 ⽯川県能登地⽅の地震
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マスター タイトルの書式設定2023年5⽉5⽇︓⽯川県能登地⽅の地震（最⼤震度６強）

3出典︓NHK（https://www3.nhk.or.jp/lnews/kanazawa/20230505/3020015045.html）



マスター タイトルの書式設定⽯川県能登地⽅の地震︓震度及び⻑周期地震動階級

4出典︓気象庁（https://www.jma.go.jp/jma/press/2305/05a/kaisetsu202305051640.pdf）



マスター タイトルの書式設定震度とゆれの状況（０〜５強）

5出典︓気象庁（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/kaikyuhyo_a2.png）



マスター タイトルの書式設定震度とゆれの状況（６弱〜７）

6出典︓気象庁（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/kaikyuhyo_a2.png）



マスター タイトルの書式設定⻑周期地震動階級

7出典︓気象庁（https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/choshuki/index.html）

「⻑周期地震動」︓⼤きな地震で⽣じる、周期（揺れが１往復するのにかかる時間）が⻑い⼤きな揺れのこと＊
【震度】
l 以前は、震度は体感および周囲の状況から
推定

l 1996年4⽉以降は、計測震度計により⾃動的に観
測

l 震度は、地表付近における揺れの⼤きさの指標（⾼
層階の揺れは対象外）

【⻑周期地震動】
l ⻑周期地震動による揺れの⼤きさは、震度では⼗分
表現できない

l ビルの⾼層階で⼤きく⻑く揺れやすい
l 震源から数百km離れていても⼤きく⻑く揺れる

出典︓気象庁
（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan

/koushu191010/shiryou1.pdf）

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/choshuki/index.html


マスター タイトルの書式設定⻑周期地震動︓階級３以上を観測した地震（2013年以降）

8出典︓気象庁（https://www.data.jma.go.jp/eew/data/ltpgm_explain/data/past/past_list.html）

① 2014年11⽉22⽇ 22時08分 ⻑野県北部 6.7 階級3
② 2015年05⽉13⽇ 06時12分 宮城県沖 6.8 階級3
③ 2016年04⽉14⽇ 21時26分 熊本県熊本地⽅ 6.5 階級3
④ 2016年04⽉15⽇ 00時03分 熊本県熊本地⽅ 6.4 階級4
⑤ 2016年04⽉16⽇ 01時25分 熊本県熊本地⽅ 7.3 階級4
⑥ 2016年10⽉21⽇ 14時07分 ⿃取県中部 6.6 階級3
⑦ 2018年09⽉06⽇ 03時07分 胆振地⽅中東部 6.7 階級4
⑧ 2019年06⽉18⽇ 22時22分 ⼭形県沖 6.7 階級3
⑨ 2021年02⽉13⽇ 23時07分 福島県沖 7.3 階級4
⑩ 2021年03⽉20⽇ 18時09分 宮城県沖 6.9 階級3
⑪ 2022年03⽉16⽇ 23時36分 福島県沖 7.4 階級4



マスター タイトルの書式設定

9

本⽇の内容

想定される巨⼤災害

これまでの災害と課題

1.

2.

私の取り組み3.

4. 改⾰の⽅向

5. 各省の対策

6. 防災DX PT提⾔書内容



マスター タイトルの書式設定

想定される巨⼤地震
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マスター タイトルの書式設定中央防災会議が対象としている⼤規模地震

11
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マスター タイトルの書式設定中央防災会議において対策を推進する4つの⼤規模地震
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マスター タイトルの書式設定南海トラフ巨⼤地震における⼈的被害（直接死の7割が津波）

13出典︓内閣府防災「南海トラフ巨⼤地震の被害想定について（第⼀次報告）」21⾴

死者323,000⼈の場合の内訳
（東海地⽅・陸側・津波ケース、
冬・深夜、⾵速8m/s）

倒壊 津波 ⼟砂 ⽕災 その他

倒壊
82000⼈
（25％）

津波
23万⼈
（71％）

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/20120829_higai.pdf


マスター タイトルの書式設定南海トラフ地震における各活動の想定されるタイムライン（イメージ）
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マスター タイトルの書式設定⾸都直下型地震における⼈的被害（直接死の7割が⽕災）

15出典︓内閣府防災 ⾸都直下地震対策検討ワーキンググループ 最終報告 【別添資料1】 〜⼈的・物的被害（定量的な被害）〜

死者23,000⼈の場合の内訳
（冬・⼣、⾵速8m/s）

倒壊 ⼟砂 ⽕災 その他

倒壊
6400⼈
（28％）

⽕災
16000⼈
（70％）

https://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/taisaku_wg/


マスター タイトルの書式設定⾸都直下型地震の被災ツリー︓概要

16出典︓NHK「地獄絵図、被災ツリーで⾒えた⾸都直下地震３つの危機」より抜粋

【出典】
NHKスペシャル
体感⾸都直下型地震
「災害に備える社会へ」



マスター タイトルの書式設定⾸都直下型地震の被災ツリー︓⽔不⾜

17出典︓NHK「地獄絵図、被災ツリーで⾒えた⾸都直下地震３つの危機」より抜粋



マスター タイトルの書式設定⾸都直下型地震の被災ツリー︓住宅被害（住宅難⺠）

18出典︓NHK「地獄絵図、被災ツリーで⾒えた⾸都直下地震３つの危機」より抜粋



マスター タイトルの書式設定⾸都直下型地震の被災ツリー︓経済・産業被害（⽇本社会の危機）

19出典︓NHK「地獄絵図、被災ツリーで⾒えた⾸都直下地震３つの危機」より抜粋



マスター タイトルの書式設定⽇本海溝・千島海溝地震における⼈的被害（直接死の100%が津波）

20出典︓内閣府防災「南海トラフ巨⼤地震の被害想定について（第⼀次報告）」21⾴

死者199,000⼈の場合の内訳
（⽇本海溝モデル、冬・深夜）

倒壊 津波 ⼟砂 ⽕災 その他

津波
19.9万⼈
（100％）

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/20120829_higai.pdf


マスター タイトルの書式設定

これまでの災害と課題
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マスター タイトルの書式設定気象庁︓震度データベース検索（震度７）

22

出典︓気象庁震度データベース検索
（https://www.data.jma.go.jp/svd/eqd
b/data/shindo/index.html）

気象庁震度データベース検索
1919年1⽉1⽇以降のデータのみ

1919年1⽉1⽇〜2023年5⽉8⽇まで
震度７の地震は６件

①2018年9⽉6⽇
平成30年北海道胆振東部地震
②2016年4⽉14⽇〜（4/14、4/16）
平成28年（2016年）熊本地震
③2011年3⽉11⽇
平成23年（2011年）東北地⽅太平洋沖地震
④2004年10⽉23⽇
新潟県中越地震

⑤1995年1⽉17⽇
兵庫県南部地震 （阪神・淡路⼤震災）

https://www.jma.go.jp/jma/menu/20180906_iburi_jishin_menu.html
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2016_04_14_kumamoto/index.html
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/2011_03_11_tohoku/index.html
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1995_01_17_hyogonanbu/index.html


マスター タイトルの書式設定気象庁︓震度データベース検索（震度６強以上）
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出典︓気象庁震度データベース検索
（https://www.data.jma.go.jp/svd/eqd
b/data/shindo/index.html）

気象庁震度データベース検索
1919年1⽉1⽇以降のデータのみ

1919年1⽉1⽇〜2023年5⽉8⽇まで
震度６強以上の地震は２３件



マスター タイトルの書式設定明治以降の被害地震ワースト20（死者数順）※2003年時点
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マスター タイトルの書式設定関東⼤震災は最⼤震度６だが甚⼤な被害

25出典︓内閣府防災 「関東⼤震災100年」 特設ページ

https://www.bousai.go.jp/kantou100/


マスター タイトルの書式設定最⼤震度７を観測した地震と死者・負傷者

26

出
典
#YAH

O
O

!

﹁
東
⽇
本
⼤
震
災
11
年

被
災
地
N
今
T
伝
V
W
図
解
T
無
料
配
布
]
^
_
﹂

https://news.yahoo.co.jp/pages/20220218


マスター タイトルの書式設定阪神・淡路⼤震災と東⽇本⼤震災 被害の概要
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マスター タイトルの書式設定熊本地震 被害の概要（震災関連死が8割）

28

直接死50⼈の原因

倒壊 ⼟砂 ⽕災 その他

倒壊
38⼈
（76％）

⼟砂
10⼈
（20％）

死者276⼈の内訳

直接死 震災関連死

直接死
50⼈
（18％）

震災関連死
226名
（82％）

出典︓⾃然災害科学J.JSNDS 35-3 203-215(2016)⽜⼭素⾏他
「平成28年熊本地震による⼈的被害の特徴」205⾴図1をもとに作成

出典︓東京都防災ホームページ
「9.1 過去の主な地震災害」9-3をもとに作成

https://www.jsnds.org/ssk/ssk_35_3_203.pdf
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/571/20220525/n/09n.pdf


マスター タイトルの書式設定震災関連死者の発⽣状況

29出典︓東京都防災ホームページ「9.1 過去の主な地震災害」9-14 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/571/20220525/n/09n.pdf


マスター タイトルの書式設定震災関連死者とは
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「震災関連死」︓地震のあとの避難⽣活による体調の悪化などが原因で亡くなること＊
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マスター タイトルの書式設定⽇本の主な災害対策関係法律

31



マスター タイトルの書式設定⽇本の防災体制の問題
① 関係法令が多く（300以上）、主管省庁も別れており、防災情報を⼀元的に把握する機関が存在
しない（防災情報、防災対応知⾒の蓄積もない）

② 避難指⽰の責任を負う市町村が有⽤な防災情報を⼗分に収集・活⽤することは極めて困難
⽔害・
⼟砂災害

地震・
津波災害

⽕
⼭

原
⼦
⼒

南海トラフ地震・
⾸都直下型地震 等

国

都道府県

市町村



マスター タイトルの書式設定⽇本の防災計画の構成と体系

33⼭⽥太郎事務所



マスター タイトルの書式設定国の防災担当︓内閣府防災担当
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マスター タイトルの書式設定国の防災担当︓内閣府防災担当
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マスター タイトルの書式設定
分かりにくく、避難につながらない（避難勧告等が複雑、気象庁と市町村の役割分担が不明確）
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警戒レベル

市町村の責任気象庁の責任

避難情報の問題点

36



マスター タイトルの書式設定

千曲川
堤防12m
(これを超えること
はないと安⼼感
あり)

⻑沼地区
216世帯 486⼈
⾼齢者40%

10/10〜12
台⾵19号への
警戒をTVで呼

び掛け

10/12 AM
古⾥⼩学校でイ

ベント開催
⼩⾬の状況

10/12 13:40
注意報発令
警戒レベル2
誰も避難しない

10/12 15:30 ⽔位2m、⾬が強くなってきた
• ⼤⾬特別警報発令、鉄道運休、百貨店臨時休業
• ほとんど誰も避難しない

10/12 16:30
• ⾃治会防災対策本部設置、避難ルールブックあり、防災無線で避難へ呼びかけ
• ⺠⽣委員が⾼齢40世帯に電話、事前に決めたペアと避難呼びかけ
• 92%がまだ避難せず
10/12 18:00
• ⽔位3m、河川敷が冠⽔、避難勧告発令(警戒レベル3を⾶ばして4へ)
• 要⽀援者リストはあったが、何を⽀援すべきか書いておらず混乱
• 10/12 18:00 低地の⾼齢者施設(78⼈)、既に周囲が冠⽔し始め、600m先の障

がい者への避難場所確保交渉、20:00から5時間かけて避難
• 10/12 20:00 ⾼さ4mの特別養護施設、避難の余裕なく、2階に避難

10/12 21:00 ⽔位6m、⾃治会防災対策本部解散(被災の恐れあり)、69%がまだ避難せず

10/12 23:00 ⽔位9m、上流の堤防が切れ始める

10/12 23:30 緊急避難指⽰発令、防災無線/ラジオと5通のメール
• 無線もラジオも聞き取りずらく、ただ「避難せよ」と単純なメッセージの繰り返し、何故逃げなければ

ならないのかが分からず、切迫感が伝わらないため、24:00時点で53%が避難せず

10/13 01:10 消防団が5分間⽕の⾒やぐらから半鐘を鳴らす
• ようやく切迫感が伝わり、10%程度は避難、準備に1時間費やし周囲が冠⽔した家族あり

10/13 02:00 堤防から越⽔、河川監視カメラ映像途絶える

10/13 03:00 ⼤⾬特別警報解除、⾬がやみ、帰宅する⼈多数

10/13 04:00 堤防70mにわたって決壊、地区全体が浸⽔、20%が⾃宅に残される

10/13 07:00 救出活動開始(その後5⽇間)、⻑野市内で2千名救出、⻑沼地区2名死亡

出所 : NHK番組「千曲川決壊、その時住⺠は」

過半数
避難せず

10/12 23:30

多数が
帰宅

堤防決壊
(２名死亡)

緊急避難指⽰が有効に機能していない。⼤⾬の情報と⽔位の情報についての住⺠の認識・評価に課題。

10/13 03:00

10/13 04:00

千曲川決壊（2019年10/12~12/13）⻑野市⻑沼地区のタイムライン

37



マスター タイトルの書式設定
時間 住⺠ ⾃治会 ⾃治体／気象庁

10/6台⾵19号発⽣
10/12本⼟接近

TVで「最⼤限の警戒が必要」は⾒ていたが、
堤防は改修を重ねて12mの⾼さとなり、気が
緩んでいた

10/12 AM
⾬は弱かった

古⾥⼩学校で地区のイベント開催

10/12 13:40
注意報

まだ危機感はない 警戒レベル2発令

10/12 15:30
⽔位2m

⾬が強くなってきた。
ほとんど誰も避難せず

⼤⾬特別警報発令
(鉄道運休、百貨店臨時休業)

10/12 16:30
避難呼びかけ開始

⺠⽣委員が⾼齢者40世帯に電話、持ち物
(薬、薬⼿帳、保険証、現⾦、鍵)を指定して、
事前に決めたペアと避難を呼びかけ。
92%の住⺠が避難せず

防災対策本部設置
避難ルールブックあり
防災無線で⾼齢者への呼びかけ
(⾼齢化率40%)

⼤⾬特別警報発令

10/12 18:00
⽔位3m
河川敷が冠⽔

低地の⾼齢者施設(78⼈)、レベル3で避難
開始する計画だったが、既に周囲が冠⽔し避
難困難、600m先の障がい者施設に避難場
所確保の交渉

要⽀援者リストはあったが、⽒名、
住所、電話番号、独居などの情報
のみ。どんな⽀援が必要なのかわか
らず苦労

避難勧告
警戒レベル4(レベル2→4、
3は発令せず)

10/12 20:00 低地の⾼齢者施設、600m先の障碍者施設
に避難開始、冠⽔の中、5時間かけて避難完
了。⾼さ5mの特別養護施設、避難の余裕な
く2階に避難
どこまで⽔が来るかわからず不安

千曲川決壊（2019年10/12~12/13）⻑野市⻑沼地区のタイムライン
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マスター タイトルの書式設定
時間 住⺠ ⾃治会 ⾃治体／気象庁

10/12 21:00
⽔位6m

69%が避難せず
堤防は12mあるのでまだ安⼼していた。

⾃治会防災対策本部、本部⾃体
が被災の恐れがあり解散

10/12 23:00
⽔位9m
上流の堤防切れ始める

河川敷にリンゴ畑を持つ農家、農機具を⾃宅
に移動するため何度も河川敷へ

10/12 23:30
緊急避難指⽰

防災無線やラジオは聞き取りずらく、内容は「命
を守る⾏動を」の繰り返し、何故逃げなければ
ならないかがわからないので切迫感が伝わらない。

緊急避難指⽰発令
防災無線/ラジオと5通のメール

10/12 24:00 53%の住⺠が避難せず

10/13 01:10
消防団の半鐘

ようやく切迫感が伝わり、10%程度は避難開
始
避難準備をしておらず準備に1時間費やして周
囲が冠⽔した⼈もいた

消防団の⾃主判断で、5分間
⽕の⾒やぐらから半鐘をならす

10/13 02:00
堤防から越⽔

河川監視カメラの映像途絶える

10/13 03:00
⾬が⽌む

⾬がやみ、避難所から帰宅する⼈が多数(⽝の
世話等)。千曲川の⽔位はその間も上昇。

⼤⾬特別警報解除

10/13 04:00推定
堤防決壊(70m)

地区全体が浸⽔

まだ20%が避難せず
10/13 07:00 救出活動開始、5⽇間で⻑野市だけで2千⼈救助、⻑沼地区は2名死亡

千曲川決壊（2019年10/12~12/13）⻑野市⻑沼地区のタイムライン
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マスター タイトルの書式設定

私の取り組み
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マスター タイトルの書式設定幻のデジタル防災庁提案書、2021年1⽉菅総理に

41

l 2021年1⽉24⽇ 菅義偉総理（当時）の⾯会時に
「防災情報庁」も提⾔



マスター タイトルの書式設定

『防災情報庁』創設
によって災害⼤国から防災⼤国へ

2021年1⽉24⽇
⼭⽥太郎事務所



マスター タイトルの書式設定『防災情報庁』創設によって災害⼤国から防災⼤国へ
① ⼈命最優先の防災には、気象情報をはじめ避難情報、物資情報等のあらゆる防災データをデジタル化
し、⼀元的にリアルタイムで正確な事実を把握・活⽤できることが必要（防災データのデジタル化）

② 全ての災害に迅速に対応するためには、オールハザードアプローチが不可⽋であり、そのような危機管理
の実現には国が防災情報にもとづいて司令塔機能を発揮することが必要（防災司令塔機能の強化）

③ 限られた防災⼈材・防災資源を最⼤限活⽤するためには、市町村ごとにばらばらとなっている防災対応
をデジタル防災データをもとに可能な限り共通化することが必要（防災対応の共通化）

防災データ
（デジタル防災データによる
正確な事実の把握）

防災司令塔機能
（デジタル防災データによる
迅速な意思決定の強化）

防災対応
（デジタル防災データによる
防災対応の共通化）

現状 防災情報庁設置後

l 防災担当者が限られた防災データしか把握できな
い（防災ヘリ情報、他⾃治体避難所情報、全国
的な物資情報等は把握できない）

l 防災担当者が防災データを把握するには関係機関
から個別に⼊⼿しなければならない

防災担当者が官⺠の保有するあらゆる有⽤な防災
データを⼀元的にリアルタイムで把握でき、⼈命最優
先の防災対策（災害関連死対策を含む）が可能

l ⼀元的に指揮命令できる防災司令塔がない
l 防災関連法が類型ごとに定められ、主管府省庁も

まちまちであり、想定外の災害に対応できない
l 現状は防災の司令塔が市町村⻑となっており、複
数の市町村に及ぶ広域災害への対応が不⼗分

l 防災対応が市町村ごとにばらばらとなっており、市町
村間での防災⼈材の応援・受援、防災物資の提
供・受領に多くの障害が発⽣

l 個別の市町村だけで初めての⼤規模災害に対応
するのは事実上不可能

防災庁が防災司令塔として全ての災害において関係
府省庁や⾃治体に⼀元的な指揮命令を⾏えるように
なり、想定外の災害・広域災害を含め、あらゆる災害
に対して迅速に対応が可能

市町村間での防災⼈材・防災物資などの融通が円滑
化し、⽇本に存在する防災⼈材・防災資源を最⼤限
活⽤できるようになり、⼤規模災害を経験した市町村
の知⾒を踏まえて防災対応を絶えず更新することで、
初めて経験する⼤規模災害への対応⼒向上が可能



マスター タイトルの書式設定⽇本の防災情報の問題
① ⽇本の防災情報は防災担当者が主体的に取得しに⾏かなければならず、情報のありかをしらなければ
そもそも取得できない、取得した情報が加⼯できない等、極めて⾮効果的

② ⽇本の防災情報は各機関ごとに保有しているが、防災担当者が個別にアクセスして取得しなければなら
ず、その共有⽅法は極めて⾮効率的

防災情報の共有の現状（⾮効率）防災情報の共有の現状（⾮効果的）



マスター タイトルの書式設定防災情報共有の課題

現状︓提供された情報のベストエフォート共有

課題︓必須基本情報（EEI）の設定・その確実な実⾏
情報︓道路交通可否、電⼒可否、通信可否、衛星画像／空中写真、避難所等
技術︓機械判読可能なデータによる共有（紙→デジタル→構造化デジタル）

課題①︓データ（全災害に共通する必須基本情報の設定と確実な実⾏）

現状︓災害発⽣時に説明・依頼の上でのデータ作成・共有（提供側・受領側双⽅の負荷膨⼤）

課題︓標準作業⼿順（SOP）の設定・平時データ運⽤と災害時更新
規律︓SOP研修・訓練、通信途絶時対応⼿順、データ利⽤規約の事前設定等
技術︓簡易な情報⼊⼒ツール、共通ジオコーダー、ベースレジストリの整備・運⽤等

課題②︓ルール（情報共有⼿順の標準化と平時からの運⽤）

現状︓防災情報共有の運⽤組織が不明確（ISUTは防災基本計画明記、SIP4Dは国研究所等）

課題︓実運⽤組織・体制、予算、国・地⽅／官・⺠の役割の明⽂化
体制︓国・地⽅／官・⺠がスムーズに情報共有するための司令塔
技術︓陳腐化の防⽌、研究・技術開発と実務・実践・実装のエコシステムの構築

課題③︓ガバナンス（情報共有運⽤組織の明確な位置づけと体制整備）



マスター タイトルの書式設定防災情報共有の理想像
デジタル化によって、防災情報を保有している個⼈・組織同⼠が、状況認識をリアルタイムで統⼀できる



マスター タイトルの書式設定

防
災
情
報
共
有

〇〇室へ
どうぞ

避難してください

降⾬量、潮位・河川⽔位、⼟壌⾬量指数、
⽔害ハザード(河川⽔位/洪⽔予測)、道路
情報、避難所、ライフライン、避難⾏動⽀援
者・避難⽀援関係者

避難者管理 (疾病・投薬・介護含
む)、避難所管理、感染防⽌対策、
物資管理、⾏政⼿続き⽀援

リアルハザードマップ マイ・タイムライン マイ・ポータル

⾏動計画、⽔害ハザード、警
報・避難発令、避難所、避難
ルート、避難⽀援者

l リアルハザードマップ、マイ・タイムライン、マイ・ポータルを整備
l 構造化されたデジタルデータによって、住⺠の災害情報把握、避難⾏動促進、避難後対応を⽀援

災
害
発
⽣

災害の認知 住⺠への情報伝達 避難⽀援 避難所の運営
⾃助公助 共助 公助

〇〇さん(⾃宅療養中)
A避難所へ避難してくだ
さい。専⽤スペースを
⽤意しています。避難指⽰

避難⽀援者
（安全確保済）発令

⽀援

防災情報庁
災害対策本部
・関係機関の連携

誘導⽀援

協⼒要請

顔認証で受付 〇〇室へ
どうぞ

場所分離
(感染防⽌)

避難者リスト
・年齢/性別
・疾患情報
・介護状態

必要物資の把握
・ミルク
・オムツ
・薬

避難所

情報連携

⾚外線等での
異常体温検知

分散避難 広域連携

防災情報共有の実現イメージ



マスター タイトルの書式設定デジタル社会推進本部、第三次提⾔

48

l5⽉25⽇(⽕) デジタル社会推進本部 菅義偉内閣総理⼤⾂に提⾔申⼊
• 第三次提⾔（デジタル・ニッポン・アンリミテット2021）では、デジタルでどこで効果を出すのか
はっきりさせ、分野毎のデジタル施策や制度改⾰の具体的な提案を⾏った。



マスター タイトルの書式設定デジタル施策調査⼩委員会 委員⻑として

49

lデジタル施策調査⼩委員会は2⽉から計12回の会議を開催しヒアリングを⾏った

１ 2⽉16⽇ GAFAMによるDXについて Google社、AWS社

２ 2⽉18⽇ 防災のデジタル化について 防災科学研究所

３ 2⽉25⽇ 防災のデジタル化について LINE社、Yahoo!社

４ 2⽉26⽇ ⼤⼿IT企業によるDXについて ⽇本マイクロソフト社

５ 3⽉4⽇ ⼤⼿IT企業によるDXについて 富⼠通社、NTT社

６ 3⽉5⽇ ⼤⼿IT企業によるDXについて セールスフォース社、⽇⽴社

７ 3⽉12⽇ ⼤⼿IT企業によるDXについて NEC社、LINE社

８ 3⽉19⽇ 教育のプラットフォームについて ⽇本マイクロソフト社、Classi社

９ 3⽉26⽇ 医療・介護のDXについて トリエス社、Ubie社

10 4⽉9⽇ 医療・介護のDXについて SOMPOホールディングス

11 4⽉23⽇ デジタル施策を実現するためのベース・レジストリの整備 アステリア社

12 5⽉7⽇ ①病院DX ②⾏政サービスのUX ③エンタメのプラットフォーム HITO病院、グラファー社、共同テレビジョン



マスター タイトルの書式設定デジタル政務官として
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マスター タイトルの書式設定党のデジタル本部防災DXPT事務局⻑として

51

デジタル社会推進本部 

防災 DX に関する PT 役員 
 

令和４年 10 ⽉７⽇ 
 

 

座 ⻑  ⾚澤亮正（衆６） 

副 座 ⻑  松本洋平（衆５） ⼤野敬太郎（衆４）  

藤井⽐早之（衆４）  

幹 事  今枝宗⼀郎（衆 4） 新⾕正義（衆 4） 

宮路拓⾺（衆３）   神⽥潤⼀（衆１） 

⼟⽥槙（衆１）      

⼩林⼀⼤（参１）   

事 務 局 ⻑  ⼭⽥太郎（参２） 

事務局次⻑  川崎ひでと（衆１）  

友納理緒（参１） 若林洋平（参１） 



マスター タイトルの書式設定防災DXの推進に関する提⾔」を取りまとめ

52

提⾔申し⼊れ
4⽉5⽇ 岸⽥⽂雄総理
4⽉6⽇ ⾕公⼀防災担当⼤⾂、河野太郎デジタル⼤⾂

提⾔は３本柱で構成
（1）災害対応機関における災害情報の共有体制の構築
（2）住⺠⽀援のためのアプリ開発・利活⽤の促進等
（3）未来に向けた構想の推進※⼭⽥さんは委員会のため⽋席



マスター タイトルの書式設定⾃⺠党 デジタル社会推進本部 防災DX PT 開催実績

53

2022年
10/26 1回⽬ 基幹系

内閣府防災、デジタル庁、消防庁、気象庁から、災害情報についてヒアリング
11/9 2回⽬ 情報系（インフラ）

国⼟交通省、環境省、原⼦⼒規制庁、内閣府（原防）、内閣府（防災）から、災害情報についてヒアリング
11/16 3回⽬ 情報系（施設）

⽂科省、厚労省、農⽔省から、災害情報についてヒアリング
11/30 4回⽬ 通信

総務省、NTTから、災害情報、⼤規模災害時の通信についてヒアリング
12/7 5回⽬ 個⼈情報・GPS

個⼈情報保護委員会事務局、内閣府（防災）、総務省から、個⼈情報・GPSについてヒアリング
2023年
1/18 6回⽬ 防災DXの将来像

安宅和⼈教授、国⼟交通省、防災科研から、防災DXの将来、PLATEAU、CPS4Dについてヒアリング
1/25 7回⽬ ⾃治体の防災システム、個⼈情報

神奈川県、LINE（江⼝ 神奈川県CIO兼LINE執⾏役員）、⼤分県、防災科研、内閣府防災、
個⼈情報保護委員会事務局から、⾃治体の防災システム、個⼈情報等についてヒアリング

2/8 8回⽬ 電⼒
経済産業省、消防庁、⾃治体（常総市）、業界団体（電事連）から、災害情報、⼤規模災害時の電⼒についてヒアリング

2/22 9回⽬ 防災IoT
喜連川優教授、内閣府（防災）、国⼟交通省、農林⽔産省から、防災IoTについてヒアリング

3/8 10回⽬ とりまとめ素案
3/15 11回⽬ 提⾔案

了承(座⻑⼀任)



マスター タイトルの書式設定

改⾰の⽅向性
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マスター タイトルの書式設定問題点
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マスター タイトルの書式設定問題点
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マスター タイトルの書式設定

防
災
情
報
共
有

〇〇室へ
どうぞ

避難してください

降⾬量、潮位・河川⽔位、⼟壌⾬量指数、
⽔害ハザード(河川⽔位/洪⽔予測)、道路
情報、避難所、ライフライン、避難⾏動⽀援
者・避難⽀援関係者

避難者管理 (疾病・投薬・介護含
む)、避難所管理、感染防⽌対策、
物資管理、⾏政⼿続き⽀援

リアルハザードマップ マイ・タイムライン マイ・ポータル

⾏動計画、⽔害ハザード、警
報・避難発令、避難所、避難
ルート、避難⽀援者

l リアルハザードマップ、マイ・タイムライン、マイ・ポータルを整備
l 構造化されたデジタルデータによって、住⺠の災害情報把握、避難⾏動促進、避難後対応を⽀援

災
害
発
⽣

災害の認知 住⺠への情報伝達 避難⽀援 避難所の運営
⾃助公助 共助 公助

〇〇さん(⾃宅療養中)
A避難所へ避難してくだ
さい。専⽤スペースを
⽤意しています。避難指⽰

避難⽀援者
（安全確保済）発令

⽀援

防災情報庁
災害対策本部
・関係機関の連携

誘導⽀援

協⼒要請

顔認証で受付 〇〇室へ
どうぞ

場所分離
(感染防⽌)

避難者リスト
・年齢/性別
・疾患情報
・介護状態

必要物資の把握
・ミルク
・オムツ
・薬

避難所

情報連携

⾚外線等での
異常体温検知

分散避難 広域連携

防災情報共有の実現イメージ



マスター タイトルの書式設定防災デジタル 情報・データ フロー図
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マスター タイトルの書式設定命をつなぐデジタル –防災新時代-
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マスター タイトルの書式設定防災気象情報とは︓主体的に避難⾏動を判断するための参考となる情報
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マスター タイトルの書式設定警戒レベルとは︓災害発⽣の危険度を直感的に理解し、的確に避難⾏動できるための情報

61



マスター タイトルの書式設定警戒レベルとは︓災害発⽣の危険度を直感的に理解し、的確に避難⾏動できるための情報

62

警戒レベル１

警戒レベル２

警戒レベル３

警戒レベル４

警戒レベル５

住⺠の⾏動

住⺠への情報

住⺠の⾏動

住⺠への情報

住⺠の⾏動

住⺠への情報

住⺠の⾏動

住⺠への情報

住⺠の⾏動

住⺠への情報

最新情報に注意。災害への⼼構えを⾼める。

気象庁からの早期注意情報（警報級の可能性）の発出

ハザードマップ等の再確認。⾃らの避難⾏動を確認する。

気象庁からの注意報の発出。

⾼齢者等は⽴退き避難。その他の住⺠は避難準備・⾃主避難をする。

市町村からの避難準備・⾼齢者等避難開始の発令

指定緊急避難場所等への⽴退き避難を基本とする避難⾏動をとる。

市町村からの避難勧告・避難指⽰（緊急）の発令

命を守るための最善の⾏動をとる。

市町村からの災害発⽣情報の発令（可能な範囲で発令）



マスター タイトルの書式設定警戒レベルと防災気象情報の関係
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マスター タイトルの書式設定⼟砂災害︓避難に関する3種類の情報
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マスター タイトルの書式設定⽔害︓避難に関する3種類の情報
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マスター タイトルの書式設定⾼潮︓避難に関する3種類の情報
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マスター タイトルの書式設定津波︓避難に関する3種類の情報

67⼭⽥太郎事務所



マスター タイトルの書式設定⽕⼭噴⽕︓避難に関する3種類の情報

68⼭⽥太郎事務所



マスター タイトルの書式設定避難の考え⽅

69⼭⽥太郎事務所



マスター タイトルの書式設定

防災チャットボットの社会実装に向けて
防災マイ・タイムライン（チャットボット）

1

LINE株式会社 執⾏役員
江⼝ 清貴

資料４



マスター タイトルの書式設定情報空⽩への対応の必要性

発災直後

情
報

情報無 混
乱
期

状況判明 整理・復旧

被害⼤

被害⼩

被害中

家屋倒壊

⽕事

道路陥没

外壁落下

家財が落ちた

けが⼈搬出

死者あり

多少の揺れ
情報無

災害発⽣時には情報空⽩の時間・場所が⽣じる
これを埋めることで、災害対策が迅速化できるとともに、市⺠に避難のきっかけを与え得る

時間 空間

復旧時応急時



マスター タイトルの書式設定
⻄⽇本集中豪⾬では、危険な地域に住んでいる⼈も逃げなかった

避難しない⼈をどう避難させるか

倉敷市真備町では、様々な危険情報を発信し
ていた

洪⽔浸⽔想定区域と実際の浸⽔範囲がほぼ⼀致したにもか
かわらず、51名が死亡（倉敷市真備町）

出典:国⼟交通省「平成３０年７⽉豪⾬災害の概要と被害の特徴」
http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai01kai/dai01kai_siryou2-1.pdf 3

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai01kai/dai01kai_siryou2-1.pdf


マスター タイトルの書式設定
災害直後、携帯電話網は利⽤可能

災害時の情報通信環境（想定）

地震直後 1⽇後 3⽇後 1週間後

固定電話

• ⼤量アクセスによる輻輳の
ため、90%規制が実施され、ほと
んど通話できなくなる

• 需要家側の固定電話端末の停
電により約5割が通話できなく
なる。電柱被害等に起因する通
話⽀障は1割以下

• 徐々に通信規制率が
緩和

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できないま
ま

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できないま
ま

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できないま
ま

携帯電話

• ⼤量アクセスによる輻輳の ため、
90%規制が実施され、ほとんど通
話できなくなる

• パケット通信では規制は受けに
くいが、メールは⼤幅な遅配等
が発⽣する可能性

• 数％〜約1割の基地局が停波

• ⾮常⽤電源の燃料補充
等が限定的のため、多くの
基地局で機能停⽌が発
⽣

• 主に停電の影響により
約5割の基地局が停
波する

• 主に停電の影響により
約5割の基地局が停
波している

• 主に停電の影響により
約5割の基地局が停
波している

出典:中央防災会議 ⾸都直下地震対策検討ワーキンググループ「⾸都直下地震の被害想定と対策について（最終報告）」
4



マスター タイトルの書式設定
災害時、LINEのトラフィック量は急増する

災害時のLINEの利⽤

トラフィック量の変化

熊本地震 • ⽇本国内のトーク送信数が通常の約2倍に

⼤阪北部地震
• 発⽣直後の午前8時時点で、⽇本国内のトーク送信数が通常の約5倍に

• 午前8時〜午後2時の6時間の間で、⽇本国内のトーク送信数が通常の約2倍に

出典:LINE社
5



マスター タイトルの書式設定
防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる情報収集（概要）

※ SIP4D = Shared Information Platform for Disaster Management（基盤的防災情報流通ネットワーク）
※ SOCDA = SOCial-dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management （防災チャットボット）

⼤丈夫
ですか︖

NICTが開発したD-SUMM、
DISAANA技術の活⽤
→ 情報の集約
→ デマの判断材料を提供

災害対策本部 関係機関

その他の情報

D-SUMM・DISAANA

LINELINELINELINELINE

無事です 床上浸⽔
している

川が溢
れそう

2階に避
難した

⾞が⽔没
している



マスター タイトルの書式設定
防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる情報収集（AIとの対話例）

⽕事が起きています

情報ありがとうございます
けが⼈はいますか︖

けが⼈は10⼈程度います

位置情報を教えて下さい

xxxxxxx

よろしければ、被害状況の写
真も送って下さい

出典: 2018年12⽉21⽇に実施した神⼾市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より



マスター タイトルの書式設定
収集した情報をマッピングすることで情報空⽩地域も明らかに

防災チャットボットによる情報収集（マッピング）

出典: 2020年1⽉17⽇に実施した神⼾市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より。情報の集約・
マッピングはNICT「D-SUMM / DISAANA」を利⽤



マスター タイトルの書式設定
コメントのところを⾒ると投稿された個々の情報も⾒ることができる

防災チャットボットによる情報収集（マッピング）

出典: 2020年1⽉17⽇に実施した神⼾市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より。情報の集約・
マッピングはNICT「D-SUMM / DISAANA」を利⽤



マスター タイトルの書式設定
伊勢市の集中豪⾬の情報収集事例

防災チャットボットの活⽤事例︓台⾵19号（伊勢市）

出典︓国⼟交通省「SNS・AI技術を活⽤した住⺠避難・⽔防活動⽀援プロジェクト台⾵第19号に伴う現場実証」

2019年10⽉11〜12⽇
• 9⽉13⽇から三重県及び伊勢市で
の現場実証を開始しており、その仕
組みを活⽤した情報収集

• 利⽤者は三重県および伊勢市の
職員が中⼼

• 三重県、伊勢市、国交省（三重
河川国道事務所）で同⼀の地図
を利⽤していたことから、状況を共
有できるという効果



マスター タイトルの書式設定
防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる避難⽀援（AIによる対話例）

あなたのいる地域で警報が出ています。位置情報を
教えてください

位置情報の送信

ありがとうございます。あなたのいる場所はハザードマ
ップ上、危険な地域です。（※） 避難しますか︖

避難します

あなたの近隣で開設している避難所はこちら
になります。（リスト）

ここに逃げます

現在地情報を⼊⼒
（事前地点登録も可）

出典: 2020年8⽉に実施した訓練より

位置情報に基づいてハザードマップを確
認。避難を推奨

承知しました。
避難所に着いたら教えてください。

※ 住居の⾼度（○階など）等を登録しておくと、それに基づいた判断
も実施可能



マスター タイトルの書式設定
避難⽀援を⾏うと共に、避難した⽅のステータスを可視化

防災チャットボットによる避難⽀援（ダッシュボードで管理）

①⼀⼈ひとりの状況に合わせた避難⽀援を試⽤

②⼈々の避難意向/避難状況を
災害対策本部で集約・確認

危険度を考慮した
避難の提案

設定がなければ近隣の避
難所を紹介

ハザードマップなどの活⽤

⼀⼈ひとりの避難設定 避難情報の提供 ハザードと避難所・現在地を
合わせて地図表⽰

避難の状況に合わせて情報を更新

避難中

第2期SIP「国家レジリエンス(防災・減災)の強化」において、防災チャットボットSOCDAを開発中。
※SOCDA: 対話型災害情報流通基盤 SOCial-dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management の略。

💡リモート避難訓練とは︓現在地に居ながら、災害発⽣時にその場所に留まるべ
きか、移動を伴う避難⾏動を取るべきか、SOCDAと対話しながらスムーズな意思

決定をするための訓練です。



マスター タイトルの書式設定
防災チャットボットによる被災者への情報提供

防災チャットボットの今後︓適切な情報の提供

発災直後 応急時 復旧時

どこに逃げれば良い︖

あなたの近くの避難所は○○です
。地図に出しますね おむつが⾜りないんだけど

○○の避難所にあるようです。
△△のお店が開いてます。

家が半壊したのだけど、どうした
らいいかわからない

あなたに当てはまる災害復興⽀
援の制度がありますよ。
○○を⾒てみてください。

• 避難の必要性、避難場所・経路
の提⽰などの情報

• デマに関する情報検証
• 物資に関する情報提供
• 避難⽣活に関する情報提供

• パーソナライズされた災害復興⽀
援制度の紹介

• 避難⽣活に関する情報提供

15



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
災害現場で役⽴つ情報プロダクツ

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最⼤化

情報収集

情報共

災害現場で活動する災害対応機関での情報活⽤

有

・建物被害推定
・道路通⾏可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

災害時情報集約
⽀援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

SIP4Dで共有される様々なデータ



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

⺠間のデータ＋⾏政のデータ→⽀援機関の意思決定



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

ISUTを通じた災害対応現場での情報共有⽀援

8
6



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

災害対応現場の共通ツール・共通データに

8
7



マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

内閣府HPより引⽤・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cst p/society5_0/index.html

CPS4
D

※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for	
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活⽤する

SIP4D
情報が災害対応現場を牽引する

【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開

http://www8.cao.go.jp/cst


マスター タイトルの書式設定

ⒸNIED

共有すべき情報（EEI）と標準作業⼿順（SOP）事例

内閣府国と地⽅・⺠間の「災害情報ハブ」推進チーム第1回検討会資料より抜粋

12



マスター タイトルの書式設定

各省の取り組み

90



マスター タイトルの書式設定内閣府防災

91



マスター タイトルの書式設定内閣府防災
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マスター タイトルの書式設定内閣府防災
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マスター タイトルの書式設定内閣府防災

94



マスター タイトルの書式設定内閣府防災

95



マスター タイトルの書式設定デジタル庁

96



マスター タイトルの書式設定気象庁

97

気象庁
Japan Meteorological Agency気象情報提供の流れと内閣府に提供している気象情報

• 気象庁が発表する防災気象情報を、関係省庁や都道府県等に直接提供しています。
• 内閣府へは、気象・地震・津波・火山に関する主な防災気象情報を提供しています。
• 提供に当たっては、総合防災情報システムとオンラインで接続し、機械処理可能な形式で行っています。

国
民

気
象
庁

関係省庁
（内閣府を含む）

都道府県

ＮＴＴ

ＮＨＫ等
報道機関

気象庁

ホーム
ページ

民間気象
業務支援
センター

市
区
町
村

民間事業者等

内閣府へオンラインで提供している
主な防災気象情報

• 気象特別警報・警報・注意報
• 土砂災害警戒情報
• 解析雨量データ
• 大雨・洪水警報の危険度分布
（キキクル）

• 台風解析・予報情報
• 竜巻注意情報
• 地震情報
• 大津波警報・津波警報等
• 津波情報
• 噴火警報・噴火予報等
• 降灰予報

等

気象情報提供の流れ



マスター タイトルの書式設定
線状降⽔帯の予測精度向上を着実に推進し、予測精度を踏まえた防災気象情報を段階的に改善するため、⼤気の３次元観測
機能など最新技術を導⼊した次期静⽌気象衛星等による観測の強化とともに、気象庁スーパーコンピュータの強化や予測技術の開発等を
早急に進める。

気象庁



マスター タイトルの書式設定気象庁



マスター タイトルの書式設定消防庁

100



マスター タイトルの書式設定
災害時における国・⾃治体間の映像共有⼿段の充実を図るため、投稿型の機能を有した「消防庁映像共有システム」
の構築に向けて取り組むとともに、技術的課題など必要な調査検討を⾏う。
現在、内閣府（防災）が整備予定の次期総合防災情報システムへの接続を念頭に、技術要件等を調整中。

消防庁と地⽅公共団体との間における映像情報共有⼿段の充実等

消防庁
映像共有システム

消防本部・消防団

都道府県

緊急消防援助隊
（各都道府県1台程度）

消防本部

消防庁

都道府県

ヘリテレ・ヘリサット

現状 構築イメージ
映像伝送装置

撮影・投稿

アップロード

配信

関係府省

内閣府次期総合防災情報システムと接続（令和6年度〜）

関係府省

中央防災無線網で映像共有

市町村

2

令和４年度補正予算案（第２次）要求額 0.5億円



マスター タイトルの書式設定国⼟交通省
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統合災害情報システム（DiMAPS）の概要

○災害発生時、Web地図上に被害情報を分かりやすく表示・共有できるシステム。
○震源・震度情報、レーダー雨量、災害対策用ヘリ撮影画像、CCTVカメラ映像、TEC-FORCEからの被害報告
等を地図上に表示し、災害情報を迅速に共有することが可能。

1

統合災害情報システム

データの事前準備

基礎データの内蔵（基礎情報の把握）

・リスクに関する基本情報(浸水想定区域等)
・ベース・レジストリである電子国土基本図
・重要施設の基本情報(避難施設等)

基本情報
防災ヘリ

リアルタイム情報（現地の状況把握）
・ヘリサットによる撮影画像
・CCTVカメラ映像
・TEC-FORCEからの被害報告(現地写真)

TEC-FORCE報告

現地からの
被害状況報告

被害報、気象情報 （被害の状況把握）
・被害報（インフラ施設被害、運休区間等）
・気象情報（震源・震度情報、レーダー雨量等）

官公庁施設浸水想定区域

震源・震度

防災ヘリ

現地情報 等

被害報 震源・震度 ﾚｰﾀﾞ雨量

避難施設

主要施設の
被害情報
を公開

被害状況等を集約被害報 等
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川
情
報
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テ
ム
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連携

連携

連携

震源・震度、
レーダー雨量等

ヘリの撮影画像

CCTVカメラ映像

現地写真

防災センター
スクリーン表示
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被害報のDiMAPS表示

国交省所管の被害情報等のうち、主要施設である高速道路、河川(国管理)、港湾、鉄道、空港施設、下水道
処理施設、都市公園の情報をDiMAPSの地図上に表示することが可能。主要施設の被害情報は、SIP4Dが
既に自動取り込み。

港湾被害（令和3年2月13日福島県沖を震源とする地震（6強）の例）

高速道路の通行止め（令和3年8月の大雨 の例）

鉄道運転見合わせ（令和3年8月の大雨 の例）

河川被害（令和4年台風第14号 の例）
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リアルタイム情報のDiMAPS表示（１/２）

○国交省保有の災害対策用ヘリコプターの飛行位置(軌跡含む)や撮影映像から抽出したキャプチャ画像、排水ポ
ンプ車や照明車等の災害対策車両の情報をリアルタイムで地図上に表示。

災害対策用ヘリコプターの飛行位置(軌跡含む)・キ
ャプチャ画像のリアルタイム表示

災害対策車両の情報をリアルタイム表示

クリックすると別
ウインドウで
拡大写真が表
示され、資料作
成用として画像
を保存可能。

排水ポンプ車の表示例

災害対策車両の位置や車両の稼働
状況等の情報をリアルタイムで表示。
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○国交省保有のCCTVカメラ(約28,000台)のうち、揺れが強かった(震度4以上)地域のCCTVカメラを自動抽
出し、当該カメラの映像をDiMAPS上でリアルタイムで視聴可能。
○TEC-FORCE等が被災地で撮影した画像を携帯からメール送信することにより、DiMAPS上で閲覧可能。

地震時のCCTVカメラ自動抽出、映像視聴

リアルタイム情報のDiMAPS表示（２/２）

被災地の現地写真を取り込みDiMAPS上で表示 4
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原⼦⼒規制庁

＜事業の目的・内容＞ ＜具体的な成果イメージ＞

＜事業スキーム＞

統合原子力防災ネットワークシステムの更新に関する強化対策

●原子力施設において、緊急事態が発生した場合には、
住民の安全確保等の応急対策を迅速に講じる必要がある
ことから、国、自治体、原子力事業者等が迅速かつ的確
に情報を収集・共有を行うために、緊急時対策拠点の通
信設備等の整備維持管理を行っています。

令和4年度補正予算（案） １３．２億円
総務課情報システム室

民間団体
請負

国

※統合原子力防災ネットワークシステムの整備は赤で表記※統合原子力防災ネットワークシステムの整備は赤で表記

量研機構
（放医研）

●次期統合原子力防災ネット
ワークシステムは、セキュリ
ティ対策の向上等の機能強化
を図ると共に資機材の供給不
足に備える等、更改にあたり
対策を強化します。

●固定衛星通信機器は、
電波をデータに変換する
通信方式が変更されるこ
とから、機器の更新を実
施します。

・固定衛星通信機器の通信方式変更に伴う移行業務を実施します。

【目的】

【内容】
・統合原子力防災ネットワークシステム更改に伴う資機材の調達
を実施します。

・今年度実施している（緊急時の原子炉の確認機能）調査研究を
踏まえ次期緊急時対策支援システムにおける調達支援業務を実
施します。

●通信設備等の更新にあたり、セキュリティ対策の向上等
の機能強化を図ると共に、資機材の供給不足に備える等の
強化対策を実施します。

●次期緊急時対策支援システムに
ついては、セキュリティ対策の向
上等の機能強化を図るため、早期
に仕様の検討を進めます。
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環境省



マスター タイトルの書式設定 2環境省
・情報収集クラウドツールを活⽤し、被災現場の災害廃棄物に係る各種情報を迅速に情

報収集。
・内閣府防災の電⼦地図（ISUT-SITE）に災害廃棄物仮置場情報を提供し、情報

共有を試⾏。

被災現場等

情報収集クラウドツール 環境本省（災対室）

災害廃棄物に係る主な情報
①現地被害情報（家屋被害等） ④仮置場情報（期間・開設・閉鎖等）

②廃棄物処理施設の被害情報 ⑤その他（現地対策会議等）

③災害廃棄物排出に係る情報 ⑥現地派遣情報
（環境省職員、D.Waste-Net、⼈材バンク等）

各種情報を集約し、報告資料作成や
関係者への状況説明に活⽤

内閣府防災
ISUT-
SITE

現地派遣員
地⽅環境事務所等

④災害廃棄物
仮置場情報

現地被害、災害廃棄物発⽣状況、
災害廃棄物仮置場の記録、等



マスター タイトルの書式設定環境省
・令和4年福島県沖を震源とする地震においては、環境省が被災⾃治体から 情報収集
した災害廃棄物仮置場情報を内閣府防災のISUTに提供し、仮置場の開設・閉鎖等
の情報共有を試⾏。

福島県沖地震のISUT-SITE画⾯（出典︓内閣府防災ISUT-SITE）



マスター タイトルの書式設定農⽔省
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○地方公共団体が登録したため池情報をもとに、地震時や大雨時における点検ため池を抽出
○点検結果や被害情報は、国や地方公共団体と速やかに共有
○これら情報は、ＳＩＰ４Ｄに自動で取り込まれており、内閣府の総合防災情報システムにも提供

内閣府の総合防災
情報システム

府省庁連携防災情報共有システム
（防災科研）

閲 覧

＜ため池＞

農林水産省

市町村

＜ユ〡ザ〡＞ ＜ため池防災支援システム＞

都道府県

点検結果の入力

ため池管理者
（改良区、個人、集落等）

ため池の点検結果、
被災情報

気象情報
地震情報(250ﾒｯｼｭ)など

自動取込

国土地理院地図

地図情報

点検

備 考令和４年度予算
[デジタル庁計上]

システムの運用・
保守等に係る経費１５５百万円当初

予算額
ユーザーの操作性
向上に係る改修経費３５百万円補正

予算案



マスター タイトルの書式設定
○地⽅公共団体が登録したため池情報をもとに、地震時や⼤⾬時における点検ため池を抽出
○点検結果や被害情報は、国や地⽅公共団体と速やかに共有
○これら情報は、ＳＩＰ４Ｄに⾃動で取り込まれており、内閣府の総合防災情報システムにも提供

内閣府の総合防災
情報システム

府省庁連携防災情報共有システム
（防災科研）

閲 覧

＜ため池
＞

農林⽔産省

農⽔省

市町村

＜ユーザー＞ ＜ため池防災⽀援システム
＞

都道府県

点検結果の⼊⼒

ため池管理者
（改良区、個⼈、集落等）

ため池の点検結果、
被災情報

気象情報
地震情報(250ﾒｯｼｭ)など

⾃動取込

国⼟地理院地図

地図情報

点検

１

令和４年度予算
[デジタル庁計上] 備 考

当初
予算額 １５５百万円 システムの運⽤・保

守等に係る経費

補正
予算案 ３５百万円 ユーザーの操作性向

上に係る改修経費

ため池防災⽀援システムの概要①



マスター タイトルの書式設定農⽔省

ため池防災⽀援システム画⾯（地図表⽰）

○点検対象のため池と点検結果は、地図上及びリストで表⽰

⻘︓被害なし

震度分布を地図に重ね合わせて表⽰

点検結果をリストで表⽰

ため池防災⽀援システム画⾯（リスト表⽰）

２

ため池防災⽀援システムの概要②



マスター タイトルの書式設定⽂部科学省
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⽂部科学省

社会教育施設
社会体育施設
⽂化施設等
約7.2万施設

被災都道府県
• 関係機関の被害情報
の収集、とりまとめ、 公表

• 関係機関との被害
情報の共有

• 被災地の要望・⽀
援ニーズの把握

• 早期の災害復旧⽀援

• ⽀援施策とりまとめ
（対策パッケージ等） 市町村

教育委員会
主管課 等

都道府県
教育委員会

主管課 等

被災市町村
市町村
教育委員会

主管課

都道府県
教育委員会

主管課

都道府県
知事部局
主管課

⽂部科学省では、早期の学校再開や、災害復旧を⽀援するため、被害情報を収集。
下記フローにより、学校等の管理者が持つ被害情報（学校管理下における⼈的被害、休校・短縮情報、施設被害情報等）
の収集・とりまとめ。

⼤規模災害発⽣時における被害情報収集フロー

⽂教施設
国⽴⼤学等
公⽴⼤学等
私⽴⼤学等
約1,000校
独⽴⾏政法⼈

私⽴学校
（⼤学・⾼専除く）
約1.8万校

公⽴学校
（⼤学・⾼専除く）
約3.6万校



マスター タイトルの書式設定

（算出されるデータの例）
• 浸⽔地域の医療機関や社会福祉施設の数
• 保健所管轄毎の避難者数
• 避難所の保健医療福祉情報（有症状者、
ハイリスク者等）、避難所環境等

• 医療、保健、福祉の需要供給状況
• ライフラインと施設の状況 等

SIP4D
基盤的防災情報
流通ネットワーク

保健所、医療機関、社会福祉施設、避難所情報などの被災地の医療・保健・
福祉に関する情報を各システムから集約し、統合解析

災害時保健医療福祉活動⽀援システム(D24H)

災害対応関係者が各々のシステムに各々の災害関連情報を⼊⼒

他分野の災害関連情報

医療
機関

社会福祉
施設 保健所 保健医療

調整本部
厚⽣
労働省

保健医療福祉活動⽀援地図 (D24H NOW)

• リアルタイムで集約情報を地図化
•現地の保健医療福祉活動を視覚化

保健医療福祉調査情報集約 (D24H SURVEY)

•現場での調査情報をリアルタイムに表⽰
•被災地のニーズや課題を迅速に把握

災害対応関係者 の
意思決定を⽀援

D24H
災害時保健医療福祉
活動⽀援システム

必要な情報を相互に共有

厚⽣労働省

• 内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）において、災害時の医療・保健・福祉等に関する情報を統合し、災害に関する情報を
必要な関係者に迅速に提供するためのシステムである「災害時保健 医療福祉活動⽀援システム」（通称︓Ｄ２４Ｈ） を構築。

• これにより、災害対応関係者（国、⾃治体等）の災害対応等に関する意思決定を⽀援。今後、実装化に向け検討中。

その他

災害時の医療・保健・福祉に関する横断的な⽀援体制の構築



マスター タイトルの書式設定
厚⽣労働省 EMISの画⾯イメージ

医療機関等状況モニター

DMAT・救護班活動状況モニター

厚⽣労働省



マスター タイトルの書式設定
① 医療機関・薬局の窓⼝で、患者の⽅の直近の資格情報等（加⼊している医療保険や⾃⼰負担限度額等）が 確認できる
ようになり、期限切れの保険証による受診で発⽣する過誤請求や⼿⼊⼒による⼿間等による事務コストが削減。

② マイナンバーカードを⽤いた本⼈確認を⾏うことにより、医療機関や薬局において特定健診等の情報や薬剤情報を閲覧できるようになり、より良
い医療を受けられる環境に。（マイナポータルでの閲覧も可能）

⽀払基⾦
・国保中央会

情報登録

オンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利⽤）の概要

患者の資格情報等
を照会

※ 政府が提供している、オンラインで⾃分の情
報が⾒られる等の機能を有する⾃分専⽤
のサイト

マイナポータル

医療保険者等 ※マイナンバーは⽤いず、マイナンバーカード
のICチップ内の電⼦証明書を⽤いる
※ＩＣチップに資格情報や健康情報を保存するわ
けではない

※健康保険証（処⽅箋）でも資格確認
が可能
※特定健診等の閲覧は、マイナンバーカー
ドが必要

顔認証付きカ
ードリーダー

資格情報
特定健診等情報
薬剤情報

診療情報 等

オンライン資格確認等シス
テム

厚⽣労働省



マスター タイトルの書式設定
オンライン資格確認の災害時閲覧機能について

特別措置として、マイナンバーカードによる本⼈
確認を不要とする

OK

災
害
時

災害時、厚⽣労働省保険局に
て、災害の規模等に応じて薬局の
範囲及び期間を定める

資格確認端末で照会

通常時と同様の画⾯が閲覧可能10

通常時は、診療/薬剤情報・特定健診等情報を閲覧するには、本⼈がマイナンバーカードによる本⼈確認をした上で同意した場合に限られる。
災害時は、特別措置として、マイナンバーカードによる本⼈確認ができなくても、診療/薬剤

情報・特定健診等情報の閲覧が可能。
（災害時）
・薬を家に置いて避難してきた・・・
・避難所で持ってきた薬を飲みきってしまった・・・
・かかりつけ医以外のところで受診することに・・・

薬剤情報等の閲覧により、よりよい医療
を提供できる

厚⽣労働省



マスター タイトルの書式設定

防災DX PT提⾔書内容

119



マスター タイトルの書式設定命をつなぐデジタル –防災新時代-
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マスター タイトルの書式設定防災DXの推進に関する提⾔

121

１ 災害対応機関における災害情報の共有体制の構築
⑴ 防災デジタルプラットフォームの構築
① 防災デジタルプラットフォームにおける基本ルールの策定
② 次期総合防災情報システムの着実な開発・整備
③ 各省庁の防災情報関係システムとの⾃動連携の充実
④ 地⽅公共団体との連携の充実
⑤ 指定公共機関との連携の充実
⑥ 防災ＩｏＴ（ドローン、カメラ、センサー等）
⑦ 使いやすさ、操作性の向上
⑧ ＩＳＵＴ等の充実強化
⑨ 運⽤・活⽤体制の充実強化

⑵ 通信ネットワークの強靭化
① ⾮常時における携帯電話の国内ローミングの社会実装
② 電気通信事業者による通信ネットワークの強靱化
③ 通信サービスの障害状況に関する丁寧な周知広報
④ 国や地⽅公共団体、公共機関等による代替⼿段の確保
⑤ 電気通信事業者によるISUTへの連携協⼒
⑥ 電気通信事業者による次期総合防災情報システムの

積極的な利⽤

⑶ 停電対策
① 官⺠の協⼒体制の確⽴
② 停電に強い体制作り
③ 災害対応機関と電⼒復旧情報の共有
④ 国⺠への停電情報の周知

⑷ 防災分野における個⼈情報の取扱いの明確化
① 防災分野における個⼈情報の取扱いに関する指針等の

地⽅公共団体等に対する周知・研修
②ＧＰＳ情報等の活⽤に関するガイドラインの周知徹底

２ 住⺠⽀援のためのアプリ開発・利活⽤の促進等
① 防災アーキテクチャの設計とデータ連携基盤の構築
② 防災アプリの開発・利活⽤の促進
③ マイナンバーカード等の活⽤促進
④ 官⺠連携の枠組みの積極的な活⽤
３ 未来に向けた構想の推進
⑴ デジタルツイン
①ＰＬＡＴＥＡＵ
②ＣＰＳ４Ｄ

⑵ リアルタイムの情報共有
⑶ デジタル⽴法府・⾏政府
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1. 災害対応機関における災害情報の共有体制の構築

各省庁等の新たな施策⼀覧

データ共有ルール策定 内閣府防災 
デジタル庁 

EEI 策定 内閣府防災 
デジタル庁 

次期総合防災情報システムとの自動連携を速やかに実現 
・物資調達・輸送調整等支援システム 
・消防庁被害情報収集・共有システム 
・消防庁映像共有システム 
・放射線モニタリング情報共有・公表システム 

 
内閣府防災
消防庁 
消防庁 
原子力規制庁 

次期総合防災情報システムとの自動連携が可能となるよ 
う検討を進め、速やかな実現を図る 
・早期電力復旧情報プラットフォーム 
・高齢者施設、障害者施設及び児童福祉施設情報等 
・原子力災害に関する情報 

 
経済産業省 
厚生労働省 
原子力規制庁 

地方公共団体とのネットワーク構築 内閣府防災 
 

指定公共機関とのネットワーク構築 内閣府防災 
「防災 IoT」インターフェース実装 内閣府防災 

デジタル庁 

ISUT（災害時情報集約支援チーム）強化 内閣府防災
総務省 

被災規模自動計測ツールやドローン活用拡大 
（TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）強化） 

国土交通省 

地方公共団体職員研修（次期総合防災情報システム） 内閣府防災 

関係省庁連絡会議 内閣府防災 

国内ローミング推進 総務省 

電気通信サービス障害発生時の周知・広報 総務省 

移動通信機器等に関する国備蓄の推進 総務省 
「防災分野における個人情報の取扱いに関する指針」周 
知・研修 

内閣府防災 

 



マスター タイトルの書式設定

123

各省庁等の新たな施策⼀覧
2. 住⺠⽀援のためのアプリ開発・利活⽤の促進等

防災アーキテクチャ設計 デジタル庁 

データ連携基盤設計・構築 デジタル庁 

総合防災情報システムとの新たなデータ連携 デジタル庁 

防災 DX 官民共創協議会 デジタル庁 

防災アプリ（避難ルート案内等）の開発促進 デジタル庁 

防災分野でのマイナンバー活用促進 デジタル庁 

防災分野での位置情報活用促進 デジタル庁 
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各省庁等の新たな施策⼀覧
3. 住⺠⽀援のためのアプリ開発・利活⽤の促進等

防災分野におけるベストプラクティス開発（PLATEAU） 国土交通省 

地方公共団体職員研修（PLATEAU） 国土交通省 

先端デジタル技術を駆使した研究開発 防災科研 

先手を打つ災害対応に有効な情報生成等の研究開発 防災科研 

連携手順の標準化に関する調査研究 防災科研 

災害対応業務支援システム研究 防災科研 
 


